
上顎埋伏犬歯は第三大臼歯に次いで頻度の高い萌出障害であり、外科的開窓術と矯正的牽引を組み合わせた治療が広く行われている。し

かし治療期間や予後には症例間で大きな差がみられる。本研究では、2018年 4月から 2025年 8月までに開窓牽引術を受けた患者約 500名

を対象とし、診療録から術前画像（パノラマ X線、CBCTあるいは医科用 CT）と治療経過（牽引期間・牽引方法など）を後ろ向きに収集・解

析する。本研究は、これらにより、埋伏犬歯の術前所見と治療経過との関連性を明らかにし、治療予測性向上に資する基盤データを提示す

ることを目的とする。得られた知見は日常臨床における説明や治療計画の精度向上に寄与することが期待される。 
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